
その他の事業のその他における高温・低温物との接触災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

2 7~8

冷凍倉庫内での冷凍食品のピッキング作業が続き、冷凍物接触専用のゴム手袋を

着用していたが前月下旬頃から右第4指に凍傷の症状が現れた。 軽微な症状だっ

た為、被災者本人が薬を塗って凌いでいたが、回復せず当月末頃に病院を受診す

るよう指示されたが、通常業務に支障がないと判断し、会社が休みの翌月初めに

受診した。

32 ―

2 16~17
焼却炉のメンテナンス作業中、ハンドホールを開放した際に、中の流動砂が吹き

出し、傷病部位に熱傷を負ったものである。
48

500

～

999

2 14~15

本人は、会場から陸揚げされた観測ブイの点検調査を行うため、同僚と共にブイ

上部の踊り場に上がり、踊り場床面のマンホールを開けて、本人がブイ内に入

り、同僚は踊り場で作業を監視していた。 本人はブイ内部にあるバッテリー格納

室のマンホールを開けるため、固定ボルトを外し、バールを使用してマンホール

を開けようとした時、バッテリー格納室内に充満していたと思われる可燃性ガス

による爆発が発生し、爆風により、被災した。

31

1000

～

9999

4
16～

17

閉店作業中、ヘラ等を洗浄するためシンクに置き、電気ポットのお湯を掛けよう

としたところ、誤って右足にお湯をこぼし、右足に熱傷を負った。
25

10～

29

5
13～

14

施行宅にて床下穿孔中に低い大引きをくぐる際、ソリに載せた穿孔ドリルのビッ

トが目の前にあり、ビットの先端が眼球に当たり受傷した。 ドリル使用直後の

為、ビットが高温になっており、眼球の幕が熱で変形してしまった。

23
10～

29

6
11～

12

事務所内において、車の下部に潜り、ガスバーナーを使い解体作業を行っていた

ところ、車体から垂れたガソリンがガスバーナーの火に引火し、その火により、 37 1～9



両足の後ろ太もも部分を火傷した。

6 7～8

ホールにて朝食のラインサービスをしていた際に、具合が悪くなり受診したとこ

ろ、熱中症（重症）、脱水症と診断された。 前日の落雷によりエアコンが故障し

ており、摂氏36度まで気温が上昇していた。

44

1000

～

9999

7 9~10

保育施設の調理場で、茹でた食材が入っている鍋を持って移動したところ、床が

油や水で濡れており転倒をした。 これにより、左腕全体、ひざ、背部・胸部の一

部に熱傷を負った。

29
30～

49

7 20~21
勤務中、不意に背後から飛びつかれ全治2週間の頚椎捻挫との診断をうける。発

生時、他児童の指導をしていたために背後から来る児童に気づけなかった。
33

300

～

499

7
20～

21

キッチンにて、揚げ物用中華鍋が火の消し忘れにより発火しているのを発見し

た。 消火を試みようと、濡れタオルを中華鍋にかけようとしたところ、中華鍋が

不安定で鍋が転倒した。 その際、中には入っていた油がこぼれ、左足の指先から

足首にかけて・右足の指先・脛・膝に火傷を負った。

25 1～9

7
14～

15

作業場で販促物を作成中、気分が悪くなったため早退しようとしたところ、呼吸

が荒くなり倒れた。 室内ではあるが、冷風機のみで、室温が高くなっていた。
53

50～

99

7
20～

21

ツアー添乗中、暑い中で走り回ったりしていたため、具合が悪くなった。 お客様

を見送るため、一時下車のつもりで駅で下車したとき、発熱および意識がもうろ

うとしていたため、意識障害を起こし、緊急搬送された。 脳に異常はなく、暑さ

とストレスによる意識障害と診断された。

41

100

～

299

9
10～

11

味噌作り研修中に大豆を大型圧力釜で蒸し作業中、蒸し所要時間の20分が経過を

確認後、圧力釜の蒸気を抜かずに蓋を開放したため、釜内部の熱湯及び大豆が噴

き出し、左大腿部付近を火傷した。

60
30～

49

10
13～

14

工場内、洗浄機中央部にてオリコンを裏返しにする作業中、高温水漏れ状態のオ

リコンを、ゴム手袋を装着せずに作業した為、左右の指が熱傷となった。
52

30～

49

12 12~13

LPGタンクからバルクローリー（2,350㎏）への払出（出荷）作業過程で、ロー

ディングアームを接続しバルブ操作を行っていたところ、接続が確実になされて 57
10～

29



いなかったため、接続部から液状のガスが噴出し身体に浴びてしまった。

12 18~19
パントリーにておでん鍋を運ぶ際、汁が満杯に入っていたので、蓋のすき間から

高温の汁が右手にかかった。
58

30～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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